
□　ディベートで、長い話や複雑な議論の流れをほ
ぼ理解することができる。

□　模擬国連などの会議の発言を聞いて、発言の
内容をほぼ理解することができる。

□　ディベートで根拠を示しながら論理的に、自分
の意見を述べることができる。[やりとり]

□　社会問題に対して、自分なりの新しい視点や解
決策を加えて、プレゼンテーションをすることができ
る。[発表]

□　社会的な問題に関する複数の英文を読み、内
容の共通点、相違点を理解することができる。

□　比較的長い説明、評論、物語、随筆などを、自
分の意見と比較しながら読むことができる。

□　説得力のある論理展開があり、自分なりの表現
を含んだ文章を書くことができる。

□　複数の視点を持ち、自分の意見や新しいアイデ
アを提案し読み手に伝わる文章を書くことができる。
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□　学問的な長いプレゼンテーションを聞いて話の
流れをある程度理解することができる。

□　ネイティブスピーカー同士の社会的な会話の内
容をある程度理解できる。

□　興味のある話題について議論する際に、自分
の個人的見方や意見を示すことができる。[やりとり]

□　ＡＬＴや留学生との日常会話が自然なスピード
でできる。[やりとり]

□　英語の長編小説などの文芸作品を味わいなが
ら読むことができる。

□　社会的な問題に関する新聞記事等を読み、英
文の流れと要点を把握することができる。

□　筋道だった議論を展開しながら、自身の感情や
体験を含んだ文章を書くことができる。

□　幅広い語彙や複雑な文構造を使いながら、まと
まりのある文章を書くことができる。

②
1
年
中
間

□　自然なスピードで話されても、日常生活での会
話を理解することができる。

□　プレゼンテーションやディベートで、身近な話題
であれば、議論の流れをおおまかに理解することが
できる。

□　身近な社会問題について、その場で意見整理
しながら自分の考えを主張することができる。[発表]

□　言った内容が相手に伝わらなかった時は、理解
してもらうように違う表現に言い換えることができる。
[やりとり]

□　英語で書かれた新聞や雑誌の内容を大まかに
把握できる。

□　レポート作成やプレゼンテーションのため、イン
ターネット等から必要な情報を読み取ることができ
る。

□　目的、原因、結果、仮定などを示しながら、明瞭
でわかりやすい内容の文章を書くことができる。

□　時間の流れに従って、旅行記、自分史、身近な
エピソードなどを書くことができる。

③
1
年
学
年
末

□　英語で行われる授業や発表会に参加して、発
言内容を概ね理解することができる。

□　ALTによるインタビューテストなどで、授業で
習った内容の質問を理解することができる。

□　身近な社会問題について、準備をした上で、プ
レゼンテーションをすることができる。[発表]

□　身近な社会問題について、準備をした上で、簡
単な議論をすることができる。[やりとり]

□　概要や要点を把握するためにキーワードを拾い
ながら、速読することができる。

□　５００語以上の英文を、テーマに関わらず辞書を
使わずに論旨が理解できる。

□　いくつかのパラグラフを使い、流れが分かる文
章を書くことができる。

□　日本や自分が住んでいる地域の伝統文化を分
かりやすく紹介する文章を書くことができる。

④
2
年
中
間

□　正確にはっきり話される英語で、身近な内容で
あれば、長めの内容を概ね理解する事ができる。

□　授業で習った長い英文を聞いて、内容を理解
することできる。

□　少し長めの読み物や記事を読んで、キーワード
を頼りに、内容を大まかに説明することができる。[発
表]

□　身近な社会問題について、自分の意見を簡単
に述べることができる。[発表]

□　５００語以上の英文を、辞書を使えばテーマに
関わらず文の要点と詳細を理解できる。

□　３００語から５００語程度のグラフ等を辞書を使え
ば文構造の理解からデータの読み取りまでできる。

□　文と文を接続詞でつないだり、時間、場所や条
件などを追加しながら、正確な情報を備えた文を書
くことができる。

□　英語の手紙やメールで、ある程度まとまった量
の文章を辞書に頼らず書くことができる。

⑤
2
年
学
年
末

□　ゆっくり話されたら、外国の行事や習慣につい
ての説明を理解することができる。

□　日本語の字幕を参考にして映画のセリフで使わ
れている日常的なフレーズを聞き取ることができる。

□　身近な話題であれば、準備をした上で、何も見
ずに１分間程度で話すことができる。[発表]

□　短い読み物や記事を読んで、メモがあれば概
要を説明することができる。[発表]

□　３００語から５００語程度の論説文を、辞書を使え
ば文構造や筆者の主張を把握することができる。

□　３００語から５００語程度の物語文を、辞書を使え
ば文構造や登場人物の関係やストーリー展開を理
解する事ができる。

□　身近な話題に関して、簡単な理由を示しなが
ら、賛成、反対の意見を書くことができる。

□　introduction, body, conclusionを含んだ、数段
落で構成される文章を書くことができる。

⑥
3
年
中
間

□　日本語の字幕を参考にして映画の簡単なセリフ
を聞き取ることができる。

□　質問には対応できるが、そのスピードが速い場
合はもう一度繰り返すことを頼むこともある。

□　教科書で習った話題について、キーワードを頼
りに、内容を大まかに説明することができる。[発表]

□　身近な話題について、準備をした上で簡単なプ
レゼンテーションをすることができる。[発表]

□　簡単な英語で書かれた身近な話題に関する調
査、結果、グラフ などを理解することができる。

□分からない単語の意味を前後の文脈から推測で
きる。

□　聞いたり読んだりした内容に関して、簡単な単
語を使って、感想や意見を短く書くことができる。

□　簡単な単語や文法を使って、近況を伝える個人
的な手紙を書くことができる。

□　ALTによるインタビューテストなどで、日常生活
や身近な話題に関する質問の内容を理解すること
ができる。

□　授業で習った短い英文を聞いて、内容を理解
することができる。

□　すでに習った表現を使って、リズムやイントネー
ションに注意して、話すことができる。[発表]

□　学校や自分のことなど、身近な話題について、
ALTと短い会話をすることができる。[やりとり]

□　簡単な英語で書かれたまとまりのある論説文
を、流れを理解しながら、内容を整理することができ
る。

□　辞書を使いながらであれば、長めの複文を英語
の語順で前から順番に理解することができる。

□　身の周りの出来事や趣味など、自分に直接関
係があることならば簡単な説明文を書くことができ
る。

□　将来の夢、現在の高校生活の様子、これまでの
思い出などに関する文を書くことができる。

□　既習の単語であればはっきり正確に発音されれ
ば、意味がすぐに頭に浮かぶ。

□　ゆっくり話されたら、ALTの指示に従って活動す
ることができる。

□　自分が学んだことや経験したことであれば、簡
単な表現を用いて、述べることができる。[発表]

□　簡単な語句を使って、自分の感情や感謝の気
持ちなどを表現することができる。[発表]

□　簡単な英語で書かれたまとまりのある物語文
を、流れを理解しながら大まかに内容を理解する事
ができる。

□　授業、補習等で習った内容ならば辞書を使わ
ずに全文のあらすじを理解する事ができる。

□　簡単な内容の日記や、自分の経験を短い文で
書くことができる。

□　授業や補習で習った内容の中から、いくつかの
単純な文法構造や構文を使うことができる。

高
↑

S

□　ゆっくり話されたら、授業でよく使われる指示を
理解することできる。

□　ゆっくり話されたら、ALTの自己紹介を理解する
ことができる。

□　ＡＬＴなどからの質問に対して、Yes. No.　だけ
ではなく文で返答することができる。[やりとり]

□　日常生活の出来事や自分に関することであれ
ば、簡単な表現で述べることができる。[発表]

□　身近な話題に関する簡単で短い英文を読ん
で、概要や要点を理解することができる。

□　容易な単語で書かれた短めの文であれば、英
文の意味の区切れが分かる。

□　自分の趣味や好き嫌いを、簡単な単語を使って
書くことができる。

□　日常生活での出来事や学校生活の感想を、簡
単な単語を使って書くことができる。

A

□　ゆっくり話されたら、数字、曜日、季節などの情
報を正確に聴き取ることができる。

□　日常生活の身近な単語の意味を理解すること
ができる。

□　日常生活の簡単なあいさつや数字、日付、季
節、天気を伝えることができる。[やりとり]

□　相手の話すことがわからない時に、繰り返してわ
かりやすく話してもらうよう頼むことができる。[やりと
り]

□　簡単なメールや、メッセージの内容を辞書を使
いながらであれば理解する事ができる。

□　発音記号を見れば単語の発音が理解できる。

□　身近な事柄や情報に関して、語句を並べて短
いメモを書くことができる。

□　自分の周りの物事や家族の紹介を短文で書くこ
とができる。

B

□　簡単なあいさつの言葉を聞き取ることができる。

□　"Stand up." "Sit down." "Come here." という短
い指示を理解することができる。

□　簡単な質問に対してYes/Noを使って、答えるこ
とができる。[やりとり]

□　簡単な自己紹介（氏名、学年、学校、家族、住
所など）をすることができる。[発表]

□　容易な単語で書かれた短めの文であれば、辞
書に載っている複数の日本語から、本文の内容に
適した意味を選ぶことができる。

□　短い簡潔に書かれた方向指示を理解できる。
（～から・・・まで行く等）

□　曜日や月名、数字を正確に書くことができる。

□　名前、学年、学校、家族、住所などを書くことが
できる。
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